
日韓会談文書開示請求第３次

訴訟控訴審 第３回口頭弁論 

小野啓一証人 
（外務省北東アジア課長） 

証人尋問 
【日時】 ２０１４年３月１３日（木） 

 午後１時３０分～４時（手続き含め４時半まで） 

【法廷】 東京高裁８０９号法廷 

主尋問（控訴人国側）：６０分 

反対尋問（被控訴人原告側）：９０分 

裁判終了後、弁護士会館１００２号室で総括集会を開催し

ます。ぜひ、最後までご参加ください。 

 
日韓会談文書・全面公開を求める会 
160-0004 東京都新宿区四谷３－３ エスパスコンセール４Ｆ 
Ｊ＆Ｋ法律事務所気付 TEL：090-9204-7607 FAX：03-5241-9906 
E-mail：nikkanbunsyo2012@yahoo.co.jp 
ＨＰ http://www.f8.wx301.smilestart.ne.jp/ 



証人尋問のここに注目！ 
 
 小野啓一北東アジア課長は控訴人国側が申請した証人です。北東アジア課は、「外務省に

おいて、最も情報公開請求関連事務の多い課の一つであり、韓国及び北朝鮮に関する文書

の管理・情報公開請求への対応を日々行っています。本訴訟の対象である日韓国交正常化

交渉に関する文書の精査・公開に関する事務にも携わってきました」（陳述書）ということ

です。 
 ２０１２年１０月１１日の東京地裁判決を受けて、昨年３月４月に大量の開示決定がな

されましたが、さらに１１月２６日に変更決定がなされました。３月４月の開示決定があ

いまい、かつ恣意的な基準で行われたのではないかという疑念を呼び起こさざるをえませ

ん。 
 外務省は「情報公開審査基準」を設け、ホームページでも公表していますが、尋問では

外務省が外交文書公開をどのように審査しているのか明らかにされると思います。 
 
 外務省情報公開審査基準より 

 
不開示情報該当性の判断の時点 
 
不開示情報該当性は、時の経過、社会情勢の変化、当該情報に係る事務・事業の進行

の状況等の事情の変更に伴って変化するものであり、開示請求があった都度判断しなけ

ればならない。このような変化は、「おそれ」が要件となっている不開示情報の場合に

顕著であると考えられる。一般的には、ある時点において不開示情報に該当する情報が、

別の時点においても当然に不開示情報に該当するわけではない。なお、個々の開示請求

における不開示情報該当性の判断の時点は、開示決定等の時点である。 
 
「おそれ」 
 
「おそれ」の有無についての判断に当たっては、単なる確率的な可能性ではなく、法

的保護に値する蓋然性が求められる。 
 
第三号（公にすることにより、国の安全が害されるおそれ、他国若しくは国際機関と

の信頼関係が損なわれるおそれ又は他国若しくは国際機関との交渉上不利益を被るお

それ）に定める不開示情報に該当する可能性の高い情報の例又は類型例 
 
第三号に係る情報の開示／不開示に係る決定は、特定時点の状況に応じ変わり得るも

のであり、外形的な類型などを指定する等により、不開示とすべき情報を予め網羅的に

列挙しておくことは適当でない。 
 


